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緒言

スキ一人口の増加は、スキー傷害事故の槽加をもたらし、

全スポーツ外傷の17%を占めていると指摘されている(1). 

.巻ら (2)は最近のスキーの傷害の発生率は、約0.1-0.15%

と報告している.又、 S.A.J.のパトロールによれば主な全

国でのスキー場の傷害発生率は.約0.07-0.08%という (3).

さらに最近10年聞のアメリカ合衆国及び他の固に主主いて行な

われたスキー傷害の語査結果によれば、 1000人のスキーヤ一

一日当たり約6人の損傷率が出ていると報告されている(め.

又、 1976-1980年シーズンのアメリカにtmるフリースタイ

ルスキーの傷害報告よれば、一日 1000人当たりのスキーヤー

において2.8%の傷害発生率が指摘され、 さらにフリースタ

イルにおりるスキー傷害発生部位は.レクリエーショナルス

キーと異なるととが示唆されている (5).

Ohら(6)はスキーは今日高スピードになるにつれ、 より大

きな危険を伴う事故を引き起こしてきていると述べている.

スキー傷害の発生率は高い数値は示していないものの.傷

害の内容は、他のスポーツに較べ後遺症を伴うなど今日大き

な社会問題となってきている(7). スキー場の近代化に伴い

ゲレンデや設備が充実されていく一方で、スキーヤーに対す

る安全への配慮が失われてきていることもスキー傷害の原因

のーっと考えられる.

ゲレンデに怠けるスキー練習の形態は、指導者を中心とし

た講習形式になりつつあるが、講習中においてさえも議習生

にとって危険と恩われる場面が数多く見受付られる.

橋本ら (8)はスキー滑降時の転倒について. その要因を分

祈報告しているが.転倒する以前にむいてもスキーヤーが危

険を感じる状況が予劃される.

目的

講習中におけるスキーャーの危険の認知について比較・検

討を加えることは、スキー傷害の防止と左もにスキー指導に

ま宝りる」資料を得るものと考えられる，このようなことから

本研究はゲレンデにおいてスキーヤーが語習中に危険を認知

する状況について、アンケート調査から分析を試みスキー傷

害の防止及び対策についての基礎資科を得ることを目的とし

ている.

研究方法

(1)調査対象について

対象は昭和60年2月-3月仁実施された F大学・ I大学・ s
大学及ぴY大学のスキー実習に参加した男女学生 211名であ

った。

(2)調査方法について

表 11こ示された『スキーにおける危険に関する調査』用紙

に回答のあった『自分』が危険と感じたもの125例について分

析した.各々の大学のスキー実習の実施期間等については表

21こ示したとうりである.

調査はスキー実習の関始時に調査用紙の質問項目について

説明を行い、その後、午前・午後の語習終了後に各自危険を

感じた場合.適宜その調査用紙に記入していく方訟をとった.

結果及び考察

ill盆墜量坐11幸俊2尽きE二主この1腿
図 1はスキー講習中と語習外の自由治降中とにま宝いてスキ

ーヤーが危険を認知した訴え数について比験したものであるー

議習中に危険を認めたスキーヤーが全体の約72%に相当す

る84名に対し、自由時間中は約28%に当る32名であった.本

調査は大学のスキー実習といった語習形態を対象に調査した

ものであることから.一日の内のほとんどを語習時間として，Jり当てられていることなどから考えると、危険の認知の出

現が講習中に大きな債を示しているとも推祭される.しかし

指導者を中心としたスキ一言語習中においてもこのように講習

生が危険を認知しているというととは、スキースポーツが常

に危険を伴っているということを示唆しているものとも考え

られる.議習中と自由掃降中とでの危険認知の原因について

は明らかな差は認められなかった.

図2はスキーヤーが危険を認知した時の状況について、滑

降中・停止中・リフト待ち及びリフト繕乗中の三つもこついてみ

たものである.

滑降申に危険と感じたスキーヤーは全体の80%を越す109例

あった.これに対し. 停止中あるいはリフト符ち及びリフト

搭乗中については.各々 12例と5例にすぎない.リフト符ち及

びリフト搭乗中の具体的な危険認知の項目としては、 1)リフ

ト待ちの列の中に他のスキーヤーが猛スピードで突っ込んで

きた. 2)ベアリフトでの降車時に一緒に降りるタイミングが

悪かった. 3)リフトの..と砲との聞にふ〈らはぎを挨んだ.

4)リフト待ちしている時に、 他のスキーヤーのストックが目

bこ当った等があげられる.中でも 2)のベアリフトでのこのよ

うな危険性は、 スキー場の合理化が進むとともに今後益々槽

加してくるものと考えられる.

停止中については『転倒してスキーをつけているところに

他のスキ ヤーに突っ込まれた』あるいは反対に、『停止して

いるところに突っ込んだ』がほとんどであった. リフト持ち

の列へのλキーヤーの追突は大きな事故にもつながるもので

ある.スキー場は安全管理の面からもリフトの搭乗待ちの場

所について、安全対策を充分に行なった上で確保することが
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重要であろう.さらに、停止中に怠ける危険認知の項目は『 であり、之のようなこ kから危険認知は初心者や初級者に多

どちらかのスキーヤーがぶつ吋たり』あるいは、『ぶつけられ いものとも推察できる.佐藤(12)はスキー傷害について、技

たり』ということ等から、 停止技術を習得させることは危険 衡の巧拙がそのまま受信率となって現れると指摘している.

回避のためKスキー技術の指導において重要なものとなって 1Vfs酎担金座里

こよう.このようなごとから、スキー指獲の目的が滑降に重 図6は危険認知の原因について項目別に表したものである.

点がおかれる中で.スキー技術のスピードに対応した停止方 危険を認知する原因のなかで最も多いのは、 f転倒した』

法も指尊の中に組み入れることが指摘される. あるいは『転倒しそうになった』であり、全体の約30')(，を占

i益金墜露盤坦堕旦坐室生 めている.次+こ『他のスキーヤーと衝突した』あるいは、『他

図3は一日の時期の申でスキーヤーが危険を認知する時間

帯について示したものである.

午前中は11時台に、 午後は3時台にスキーヤーが危険を認

知する件数が集中していることがわかる.上述の時間帯は午

前・午後の言語習の終りであると kもにスキーヤーにとっては、

練習による疲労が現れる時刻とも考えられる. 特に午後の3

-4時にかけてはとの傾向は著しいものと推重暑される. 高村

(9)は、 この時間帯は一日の気象条件の変化時であることも

指摘している.永野ら(10)はスキー外傷と疲労との関係につ

いて.援労が即スキー外傷と結びっくものでないとしながら

も、大きな誘引となることを指指している.

このようなごとから上述の時間帯に怠付るスキー議習に怠

いては、指導者は生徒の健康状態について十分な配慮をする

ことが指鋪される a 又、この時間帯はゲレンデにスキーヤー

が量も多くなる時刻とも考えられ、他のスキーヤーに対して

の配慮や注意を生徒に指理事する必要がある.

闘 31こ示された結果は調書査対象は少ないものの、国4の全

日本スキー連盟の傷害多発時刻とほぼ一致するものであり、

上述の時間帯に怠ける危険性の出現の大きさを裏ずけるもの

と考えられる.又、全日本スキー連盟(11)は近年のスキー傷

害の多発時刻は午後のピークが午後1時-4時頃までの輔の広

いものとなってきていると kも指擁している.

さらに各々のスキー語習期間中の危険認知について.経日

的にその出現数を表したものが筒5である. y大学及び I大

学においては、 危険認知の費量はスキー語習開始後3日目がピ

ークを示している.又、 F大学については1日目と2日目が是

も高い値を示しその後3日目以降は低下している. s大学で

は2日目・3日目がピークとなりその後は減少の傾向を示してい

る.ごのように、危険認知の経日的な出現数は、スキー講習

開始後第3日目ぐらいまでをピークにして現れ、その後は低

下していくように考えられる.永野ら(10)は5日間のスキー

語習中におりる経目的なスキー傷害について、第4日目の傷

害の多発を報告し、その理由として疲労の蓄積・技術の向上・

滑降量の増加等をあげている.とのごとは.スキーヤーの疲

労とともに危険認知の敷は高い値を示すという前述したこと

と相反するが.スキー技術の上達とともに停止技術も習得さ

れたととにより、危険回避の方法が各々のスキーヤーにおい

て習得されてきたことによるものとも考えられる.

しかし、初心者や初級者については4-5日聞のスキー議習

中にむげる技術練習の中では、確実な停止方訟の習得は困難

のスキーヤーと衝突しそうになった』という原因をあげてお

り、全体の約20')(，を占めている.このように上述した4項目

でスキーヤーが危険と認める原因の半数を示していることに

なる。豊田ら(13)はスキー傷害のほとんどは滑降中の転倒あ

るいは衝突に起因するととを指摘している. 同様bこEllison

(4)はスキー事故の二つの型をあげ、 すなはちそれは転倒と

衝突であるとしている.さらに衝突はほとんど祭阪の因子に

起因すると述べている.このようなととから、スキー指導に

主主いては転倒を未然に防ぐことが重要なととであり、スキー

傷害の防止にとっても大きな要因kなるものと推察される.

橋本ら (8)は転倒に関する研究に怠いて、 転倒を引き起之

す誘引を経験者では過労を.初心者ではスピードの出し過ぎ

を指摘している.又、 熟練者Sこ対する初心者の損傷事は3倍

であるという報告・もなされており(12)、之のようなととから

も初心者に対するスキー指尊においては、初期段階での確実

な停止技術を教えることが重要であると考えられる.

危険認知の3番目の原因としては急停止ができずに人

にぶつっかたり』あるいは、 『急停止ができずに人にぶつか

りそうになった』ことをあげている. さらに4番目にあげら

れているている『後ろから滑ってきたスキーヤーにぶつ付ら

れた』あるいは後ろから滑ってきたスキーヤーにぶつ砂

られそうになった』、 『止まっている人にぶつかったJある

いは、 『止まっている人にぶつけられそう Kなった』と、と

のようにいずれも停止技術の未熟さに起因するものがあげら

れている，

RaYlIOnd(14)はスキーの転倒における外務因子について、

1)コースの状況、 2)雪のコンデイション、 3)スキヤ一、 4)用

具をあげている.さらにスキーヤー自身に起因するもの左し

て、1)スキー技術の未熟、 2)経験不足、 3)疲労及び身体コン

ディション、 4)不敵確な判断力といったものをあげ、雪・気

象条件・個人の能力・スピード主いったものは転倒に大きく関

与していると述べている。同様に佐藤(15)もスキー傷害の直

接的原因は、自身の転倒や他人または傷害物との衝突であり、

関飾的な原因は、多岐にわたり J 援でないものの大別すれば、

スキーヤー自身の問題とスキー場の施設設備、それに用具等

の問題に分けられる，さらに各年代におりるスキー技術その

ものも彰響をあたえていることは疑いないと述べている a

- 33-



Hl危隆宣車ターのl:I:l盟事主i量害丞生杢 訴えは.72')(.が議習中に危険を認知していた.

表3は各々の大学の実習期間中にお付る語習生の危険認知 的危険認知の原因については、スキーヤーのほkんどは転

の出現率と傷害発生率について示したものである. 倒時4こ危険を感じ全体の約30')(.を示した.又、 『他のスキー

危険認知の出現率はY大学の24.17')(.が最も高く、 F大学に ヤーと衝突した』あるいは、『他のスキーヤーと衝突しそうに

おいても 20')(.を上回る値を示している. F大学及びY大学に なった』なども大きな原因としてあげられた.

おけるこのような比較的高い危険認知の出現率は、実習期間 5)スキーヤーの危険認知の経日的変化は.4泊 5日ないし5

が3月に入っていることなどから. 気象条件による雪賓の変 泊6日のスキー講習においては.3日日頃が最も高い危険の認

化さらにはスキーヤーのスキー場への入り込み数の増加等も 知を示した.

その原因の-っとして推察される.

スキー傷害発生率は、危険認知の出現率において最も高い

値を示したY大学で 5')(.という高い傷害発生率を記録してい

る.又、 F大学・ I大学においても各々1.94')(.、 2.08')(.と比
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スキーにおける危険に関する調査

表1.危険に闘する調査周縁

置車昼量一豊一一一一一豊里二主氏名

第憶に危険

自由時間中11曹申

i その危険はどの程度でしたか.(危険の度合}

やや危険 かなリ危検 とても危険

2.危険を感じたのは

2月 日時分頃

緩斜面 中斜面 急斜面

平滑な斜面 ややコプのある斜面

暗んでないパーン 荒れたパーン

かなりコプのある斜面 非常にコプのある斜面

滑りやすいパーン 硬いパーン アイスパーン
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表 2.調査対象の大学スキー実習の内容

| 実習期間 参加人数 実施場所 | 

IF大学 3/6~11 31(人) 極業坂λキ場 | 

11大学 2/15~19 60 菅平スキー場 1 

!S大学 2/11~16 80 戸隠スキー場 ! 

iY大学 3/7~11 40 高天ケ頗スキー場 | 

程度

同 2.危融認知時め杭況
表 3.危険認知の出現率と傷害発生率

| 危険認知の出現率 傷害発生率 | 

I F大学 21. 29(略 1.94 (%) 

I 1大学 12.08 2.08 

| 大学 6.25 0.75 

t三亙ー竺斗L 三二 5.0二一 ] 
注危険認知の出現率，ーー皇陛~16~主主A聖堂 竺 100

参加者数X実習日数(初日と忌終日は0.5日)

~習期F旦申里1型賃費量三Jl>L.__
参加者数X実習日数(初日と量終日は0.5fl) 
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図 3.危険を認畑する時剖

時

国4.スキ蝿害尭生時剖

(スキーと安全，スキ ジヤ ナル.19回.p，16より引用)
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図5.危陣認知町経日的重化

" 5 9 10 11 

1.転倒した・転倒しそうになったり8人)

z ぶつかった ぶつかりそうにな勺たり同

3 .. 'ol.停止ができず暢にぶつかった(18)

4 5 11 

4.止まっているところにぶつけられた・ぷつ吋られそうにな-.td1I)

5.止まっている人にぶつけ士・ぶつけそうになった刊}

6.笹ろ由スキーヤーにぶつけられた・ぷつ吋られそう Lこなった何}

7.iIIjを滑っているスキーヤ ふぶつけた・ぷつ付そうにな勺た(61

8.ZI停止ができず人にぶった・ぶつ吋そうになった日}

9.リフトの畢り方が悪かったーリフト持ちの巾に甫ってこられた日}

10.スキーが揖れた(2)

11稲1{.が飛んだれ}

問 G.危陣認知白原因




